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施工サイドからみたＢＩＭの将来像について施工サイドからみたＢＩＭの将来像について
‐‐‐ ＢＩＭ専門部会の活動計画と展望

ＢＣＳ・ＩＴ推進部会

ＢＩＭ専門部会

平成２３年１月３１日
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１．ＢＩＭ専門部会設置の経緯
★Ｈ２１年１１月：建築のＩＴセミナー「 ＩＴ活用で建築業界を変革！！」

「ＢＩＭのもたらす将来展望と建築生産を支えるＩＴ活用」

基調講演：「ＢＩＭによる設計施工統合化戦略」（大阪大学 矢吹信樹 教授）

Ｈ２１年１２月： ＢＩＭ専門部会設置検討開始
Ｈ２２年 １月： ＩＴ推進部会内：ＢＩＭ専門部会設置承認

★Ｈ２２年 ２月： (社)日本建築学会・材料施工委員会・建築生産情報化小委員会
（主査 木本 芝浦工業大学准教授）から、ＩＴ推進部会に

「施工段階におけるＢＩＭ利用の取組について」 連携・協力要請

Ｈ２２年 ３月： ＢＣＳ：ＢＩＭ専門部会の最終承認
設計部会・施工部会からの参加決定・メンバー募集開始

★Ｈ２２年 ４月： ＢＩＭ専門部会設置１７名（ＩＴ推進部会１３名・施工部会、設計部会各２名）
Ｈ２２年 ５月： ＢＩＭ専門部会キックオフ

Ｈ２２年 ６月： ＢＣＳ・設備部会・設備情報専門部会との情報交換・連携開始Ｈ２２年 ６月： ＢＣＳ 設備部会 設備情報専門部会との情報交換 連携開始

・・・・ 活動方針・活動内容など議論

Ｈ２２年１１月： 「部品標準化ＷＧ」と「生産プロセス情報ＷＧ」を設置
オブザーバー参加者への参加呼びかけ開始
→ 本格的な活動を開始

★Ｈ２３年 １月：建築のＩＴセミナー
「ＢＩＭの建築生産現場への導入を目指して」
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２．日本に適したＢＩＭのあるべき姿を求めて
Ｈ２２年度活動概要

(1)ＢＩＭ専門部会の活動目的（Ｈ２２年４月）

「ＢＩＭは建築生産の生産性を大きく向上する技術として期待され
ているが、企画・設計段階の川上から川下の施工段階まで一
貫してＢＩＭデータを活用することにより最大の効果が出る。

また、特定のゼネコンと専門工事会社間のみの共通化では効
率的ではない。

したがって、ＢＩＭを有効活用するには、ゼネコン・専門工事会
社 ＢＩＭソフトベンダ が連携して 施工段階のＢＩＭの仕様と社・ＢＩＭソフトベンダーが連携して、施工段階のＢＩＭの仕様と
利用方法の標準化を推進する必要がある。

そこで、ＢＣＳ会員各社と専門工事会社との連絡をとり、関連
諸団体とともに業界標準化を推進し、

施工段階でのＢＩＭ活用のメリットの増大を図る。」
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(2) ＢＣＳとして取組む
範囲と内容・方針の検討

5月キックオフ時に主査として提供した問題提起は

① 建築生産プロセスの① 建築生産プロセスの
どの範囲を検討対象とするのか

② 何を考えて行くのか？

③ ＢＩＭ関連諸団体とどう連携していくのか

④ スケジュールはどうか？

⑤ 他産業ではどうなのか？
（住宅産業、自動車産業）

5

① 建築生産プロセスのどの範囲を

検討対象とするのか

専門工事会社 製作図 製 作 搬入・取付コンサル？

ＢＩＭモデル
データ量
イメージ

発注者

ゼネコン 企画・基本設計 実施設計
施工計画

施工・工事管理 維持管理

維持管理

ゼネコン

設計事務所

企画 基本設計 実施設計
・施工図調整

施工 工事管理 維持管理

企画・基本設計 実施設計 工事監理

検討する範囲の案
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② 何を考えて行くのか？

ア．ＢＩＭデータ連携・交換

（ＢＩＭソフト間/IFC？／属性の確認方法）

イ．ＢＩＭデータ流通
（契約・著作権・責任範囲・ＢＩＭデータの中身の確認方法・承認
方法・自社作成３Ｄ部品の他社での転用利用）

ウ．３Ｄ部品標準化ウ．３Ｄ部品標準化

エ．ＢＩＭプロジェクトの情報共有

オ．電子納品（BIM竣工データ・ＦＭでの活用）
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③ ＢＩＭ関連諸団体と
どう連携していくのか

デベロッパー

国土交通省

主査：中元（安井建築設計事務所）
副主査：能勢（竹中工務店設計本部）

代表理事：山下（ＣＩラボ）
技術検討ＷＧ：足達（セコム）

BCS
ＩＴ推進部会

BIM専門部会

日本建築学会
材料施工委員会
建築生産情報化
小委員会

国土交通省

大臣官房官庁営繕
部施設評価室

C‐CADEC
建築生産ﾌﾟﾛｾｽ検討
ＷＧ

国土交通省

大臣官房官庁営
繕部整備課ＩＡＩ

日本支部

国土交通省
国土技術政策
総合研究所

独立行政法人
建築研究所

国土交通省
CALS/EC推進会議

3次元データ利活用ＷＧ

官庁営繕事業における

主査：木本（芝浦工大）

BIMソフトベンダー 大塚商会
オートデスク社、グラフィソフト社、福井コンピュータなど

建築物の長期利用に向
けた建築生産情報のＢＩ

BCS
設備部会

設備情報化専門部会

IM専門部会
小委員会

ＪＩＡ
日本建築家協会 専門工事業者各種団体

サッシ協会・日本Ｅレベータ協会、
立体駐車場工業会、鉄骨建設工業会
など

総合研究所

米国
GSA

官庁営繕事業における
ＢＩＭ導入プロジェクトの
開始

木村
榊原（ＣＩラボ）

けた建築生産情報のＢＩ
Ｍによる活用

日本サッシ協会

次世代公共建築研究会
ＩＩＦＣ／ＢＩＭ部会

社団法人 公共建築協会
財団法人 建築保全センター
財団法人 建築コスト管理システム研究所
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④ スケジュールはどうか？

▼

関連団体など
2008
年度
2009
年度
2010
年度

2011
年度

2012
年度年度 年度 年度 年度 年度

１．ＢＣＳ・ＢＩＭ専門部会

２．建築学会建築生産情報化小委員会

３．C-CADEC建築生産ﾌﾟﾛｾｽ検討ＷＧ

４．CALS/ＥＣｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ２００８

9

⑤ 他産業ではどうなのか（住宅産業）

■協力企業

ＩＮＡＸ、四国化成、新日経

ＴＯＴＯ、東洋エクステリア、トステム

ノダ、パナソニック電工

ＹＫＫＡＰ、ヤマハリビングテックなど

10
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⑤ 他産業ではどうなのか？（自動車産業）
現在、自動車の開発段階では３Ｄ（３次元）図面で設計を行うことが日常業務化している。自工会（日本自動車
工業会）では、この３Ｄの単独図面によって、生産技術に設計情報を伝え、さらには購買、サービス、営業といっ
た自動車に関わる工程全般で活用できるよう活動を行っている。
2007年８月には、３Ｄ単独図面の標準化をさらに加速するために『３Ｄ図面ガイドライン ３Ｄ単独図ガイドライン
Ｖ1.0』を発行した。 この号では、３Ｄ単独図面の国際規格化までを目標としている自工会の取り組みについて
レポートするレポ トする。

出典：一般社団法人日本自動車工業会 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
ＪＡＭＡレポート Ｎｏ.103 ３Ｄ図面活用のクルマづくりから引用

http://www.jama.or.jp/lib/jamareport/103/index.html
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(3) ＷＧ設置までの活動
以後4回のフリーディスカッション会議を開催

→ 現場支援のＩＴ部門、工事部門のＩＴ担当者、現場ＩＴ化の研究部門、
設計部門、工事部門
また、ＢＩＭ導入済・導入準備中・未導入の企業など

多様なメンバー間のＢＩＭに関する意識合わせ・方向性
の確認に多くの時間を割いた

8月：「ＢＣＳ・ＩＴ推進部会・ＢＩＭ専門部会 Ｈ２２年度実施内容検討シート」各メンバーの意見収集

→ ４８件の提案があった。

■シートの内容

１．ＢＣＳとして取り組むべきＢＩＭに関する検討項目
２．検討項目とする理由
３．具体的な成果物のイメージ
４．期待される効果
５．連携すべき諸団体やオブザーバー・ベンダーなど
６．その他

12
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各メンバーから提案された４８項目をカテゴリ分け

カテゴリ 件 数 コメント

１ 調 査 ８ ｾﾞﾈｺﾝ各社の取組状況、発注者、設計者、ﾒｰｶｰ
／ｻﾌﾞｺﾝへのヒヤリングなど

２ 部品ライブラリ ８ 建材ﾒｰｶｰなどの３Ｄ部品ﾗｲﾌﾞﾗﾘの標準化

３ 情報発信 ７ ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ３ 情報発信 ７ ｶ ｲﾄ ﾌ ｯｸ、ﾊ ﾝﾌﾚｯﾄ

４ 導入関連 ６ 導入手引書、導入事例など

５ 施工関連 ５ 施工におけるＢＩＭ活用、施工図

６ モデリング ３ 作成基準、各フェーズのﾓﾃﾞﾙ密度

７ データ連携 ３ BIMｿﾌﾄ間のﾃﾞｰﾀ連携調査 など

８ 積算 ２ BIMを用いた積算手法のｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

９ 工程 ２ 工程情報の蓄積・共有、工程連携９ 工程 ２

１０ 情報共有 １ 図面以外の情報の蓄積・共有へのＢＩＭ活用

１１ 電子納品 １ ＢＩＭデータの保存方法

１２ 確認申請 １ 確認申請の自動化

１３ ソフト開発 １

合 計 ４８
13

（４） ２つのＷＧ発足

さらに、以下の４つのＷＧについて検討を進め

①施工段階ＢＩＭ検討ＷＧ → ＢＩＭ専門部会そのもの

②②部品標準化ＷＧ部品標準化ＷＧ →→ 採用採用

③③生産プロセス情報ＷＧ生産プロセス情報ＷＧ →→ 採用採用

④ＢＩＭモデル活用ＷＧ（数量算出・維持管理など）→ 時期尚早で今回見送り

上記②と③のＷＧを11月に設置し、活動を開始するこ
ととなった。

14
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(５) 双方向オブザーバー参加の意義
• 当専門部会へオブザーバー参加頂いている
ﾒﾝﾊﾞｰの方々に期待している事

国土交通省 日本サッシ協会 ＢＩＭソフトベンダー（グラフィソフト ｵｰﾄﾃﾞ国土交通省、日本サッシ協会、ＢＩＭソフトベンダー（グラフィソフト、ｵｰﾄﾃ

ｽｸ、福井ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ）、 C‐CADEC、ＩＡＩ日本、日本建築家協会、大塚商会、

㈱シェルパ、生産プロセス情報ＷＧ参加ベンダー

など多数の方に参加を頂いている

• 他のＢＩＭ関連諸団体への当専門部会からのオブザー
バー参加の意義

次世代公共建築研究会のIFC／BIM部会 ＲＵＧ施工部会

ＢＩＭに関する課題の共通認識と共有
具体的なアクションへの準備 15

(６) 今後の活動計画案
• 施工段階でのＢＩＭ活用のあるべき姿の検討をするため、
ＢＩＭ活用状況実態調査（ゼネコン、発注者、設計者、専
門工事会社を対象としたアンケート）を(社)日本建築学
会・材料施工委員会・建築生産情報化小委員会と
協力して実施し、課題の整理とＢＩＭ活用の将来像・
ロードマップを作成。

• 部品モデルフォーマットの標準化に向けた調査・検討を
行い提言書を纏める。

施工段階におけるＢＩＭによる情報の蓄積方法などの検• 施工段階におけるＢＩＭによる情報の蓄積方法などの検
討

• ＢＩＭ概念に基づく工程データ交換手法の推進
• ＢＩＭ関連諸団体との情報交換

16
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３．部品標準化ＷＧの活動

ＢＩＭ専門部会 部品標準化WG

17

活動目標

BIMモデルの構築および利用における、部
品化による効果 検証品化による効果の検証

BIM部品モデルの制作ガイドラインの作成

BIMによるゼネコンと部品メーカーにおける
施工図・生産図・総合図制作業務の省力化

18
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BIM部品モデルの必要性
• BIMツールの利用者が自らライブラリを構築することで、BIM
モデルの生産性向上を図っている

資料提供 株式会社シェルパ

選択中の部品（ドア）の設定

19

BIM部品化のメリット

• BIMモデル制作の分業化と生産性向上
専門メーカーが部品モデルを制作し 設計者・施工者によ– 専門メ カ が部品モデルを制作し、設計者・施工者によ
るBIMモデルの生産性を向上

• 部品の採用機会の増加
– モデル提供されている部品の採用機会が増加

• 部位製造工程へのフィードバック
– 部品モデルの数量および設定された属性値を、製造工程
で再利用

 
壁

ドア 

ドア 01 の属性 

名称   SD01 

分類   鋼製ドア 

形式   片開き 

高さ   1900 mm 

幅     850 mm 

扉厚     40 mm 

重量   64.6 kg 

塗装面積 3.84 ㎡ 

シール長 7200 mm

で再利用

20
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本年度の取組み

• ヒアリングによるBIM部品化の現状調査
カ る部 デ 提供 動向– メーカーによる部品モデル提供の動向

–部品モデルの作成環境
–部品モデルの流通環境
–部品モデルに関する標準化

21

メーカーによる部品モデルの提供：
東芝エレベータ

• エレベータ、エスカレータを、BIMモデルに簡単に組込み可能

配置

資料提供 東芝エレベータ株式会社

東芝ＥＶモデル東芝ＥＶモデル
作成作成

配置

22



2011/3/28

12

部品モデル作成環境：Revit
• ファミリ・エディタ機能を使って部品モデル
を作成

• 3段階の表現レベル（簡易、標準、詳細）に
合わせた 表現が可能合わせた2D・3D表現が可能

• サイズ、材質、メーカーや品番など、仕様
を自由に追加編集できる

• 作成した部品モデルは、作成中のプロジェ
クトにロードして使用

資料提供 オートデスク 株式会社
23

部品モデル作成環境：ArchiCAD

オブジ クトオブジ クト

GDLGDLオブジェクト構造オブジェクト構造 特特 長長
• ネスト構造
• ２Ｄ ３Ｄが連動 独立自由オブジェクトオブジェクト

（（GDLGDL))

３Ｄモデル

２ Ｄ

（平面表示）

ベースオブジェクトベースオブジェクト
((GSMGSM))

CALLCALL

• ２Ｄ,３Ｄが連動、独立自由
• 属性を持つ
• パラメトリック
• グローバル変数参照可能
• コンパクトでWeb対応

資料提供 グラフィソフトジャパン株式会社

２ Ｄ

（立面表示）

テキストパラメータ

•属性情報
•製品情報（価格、仕様etc.）
• ・・・・ オブジェクト（オブジェクト（GDLGDL））

24
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部品モデル作成環境の比較
• Revit・ArchiCAD共にカーテンウォールツールを持っている。ツールで割付を行い、
無目や方立、パネル等はユーザー側で任意の設定を行う。

R it A hit t のカ テンウ ル A hiCADのカ テンウ ルRevit Architectureのカーテンウォール ArchiCADのカーテンウォール

カーテンパネル
マリオン
（垂直マリオン・水平マリオン）

パネルフレーム

資料提供 株式会社大塚商会

スキーム

グリッド
（垂直グリッドパターン・水平グリッドパターン）

25

流通環境：Seek.autodesk.com
• 英語圏の建築設計者を対象に、CADコンテンツ等を一元的に提供するサイト。オー
トデスク製品以外のフォーマットも掲載。

• ドア、窓、家具、衛生機器、空調機器、照明器具などの建築部材を提供
約 社 カ が を提供 系企業• 約950社のメーカーがコンテンツを提供（日系企業は、Daikin Industries、Fujitsu 
General、Mitsubishi Electric、Nichiha USA Inc.、TOTO USA Inc.、AGC Flat Glass North 
America、YKKap America Inc.）

資料提供 オートデスク 株式会社
26



2011/3/28

14

流通環境：バーチャルハウス・ドットネット
http：//www.virtual-
house.net/

面材 住設機器 建具

94社※の建材メーカー様のご協力のもと、
37,000社※の設計者から支持を得る、国内
最大級の建材データサイトです。

※2010年12月現在

資料提供 福井コンピュータ 株式会社
27

部品モデルに関する標準化の動き

• ライブラリ・製品カタログ電子データ流通の動向
– フランス：EDIBATEC（1990年代から設備機器情報を提供）
シンガポール：DOL（Design Object Library）：2005年から仕様策定・2010年からシ– シンガポール：DOL（Design Object Library）：2005年から仕様策定・2010年からシ
ンガポール標準策定への作業が開始。

– アメリカ：SPie(Specifiers Properties information exchange）：DOLを参考に、オー
プンなBIMライブラリ情報流通を目的とした実証実験を開始（2010年）。

• ライブラリに関連する標準
– IFC(Industry Foundation Classes: ISO-16739)

• ベンダー中立なライブラリ情報を伝達する手段として活用される。
• 各製品の属性情報をIFCプロパティセットの仕組みを使用して格納。

– IFD(International Framework for Dictionaries: ISO-12006-3)
• 語彙の定義・分類コード（ライブラリや仕様書の属性・意味論・標準化）
ノルウ アメリカ オランダ等でBIM の活用を進めている• ノルウェー・アメリカ・オランダ等でBIMへの活用を進めている

– 分類コード体系
• MasterFormat, UniFormat などの分類コードが検索・管理等で重要となる。

• IAI日本
– 意匠分科会：ドア・窓プロパティセット定義
– 設備分科会：BE-Bridge ‐ IFC変換仕様・変換プログラム開発

資料提供 IAI技術統合委員会／セコムIS研究所
28
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シンガポール：BIM活用推進の取り組み
DOL (Design Object Library)

建材メーカー

3D CAD

3D設計効率化に対応した標準

標準

標準に準拠した
部品オブジェクト
の属性を提供

CADシステム
に依存しない
部品ライブラリ 策定

3次元建築CAD活用促進

ライブラリ
標準

IFL：国際的な汎用
性のあるオブジェ
クト部品ライブラリ
の標準に準拠

建設局・関連団体

CEMS：電子化積算の基準
NPQS：工事標準仕様書
CP93：建設リソースのコード体系

標準

BIMプロセス推進
■他アプリケーションとのデータ連携向上

■e PlanCheck：自動建築法規チェック

BIM促進
に必要な
情報の標

IFCによる他ア
プリとのデータ
連携

■DOL準拠のライブラリによる3D設計効率化
■BIM採用へのインセンティブ導入

資料提供 IAI技術統合委員会／セコムIS研究所

■e-PlanCheck：自動建築法規チェック
■AQTS：自動積算システム
■施工性向上

■IFD：国際コード体系辞書
■環境・LCCシミュレーション

情報の標
準化

IFC

プロパティーセットに
CEMS, NPQS, IFD
等の情報が入る

IFL: International Framework for Library
IFD: International Framework for Dictionary

CEMS: Construction Electronic Measurement Standard
NPQS: National Productivity & Quality Specification
AQTS: Automatic Quantity Taking-off System

29

今後の取組

• ヒアリングによるBIM部品化の現状調査（継続）
カ る部 デ 提供 動向– メーカーによる部品モデル提供の動向

–部品モデルの作成環境
–部品モデルに関する標準化

• 部品モデルのライブラリ化による効果の検証
サッシ部品モデルの構築と利用–サッシ部品モデルの構築と利用

30
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４．生産プロセス情報ＷＧの活動
プロセス情報とＢＩＭ情報

施工管理業務におけるドキュメント管理への適用

ＢＩＭ専門部会 生産プロセス情報WG

31

• 建築生産におけるプロダクト（何を作るか）に
対して プロセス（どう作るか）に関わる情報

活動内容

対して、プロセス（どう作るか）に関わる情報
をプロセス情報と定義

• ＷＧではそのプロセス情報を、BIMを軸に管
理する手法について検討している

32
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• プロダクト情報
設計

プロダクト情報とプロセス情報の例

–設計図
–施工図
–製作図
–仕様書

• プロセス情報• プロセス情報
–施工計画書
–品質管理記録
–工程表

33

• 現在、３D（形状）に対し、４D（＋時間）、５D
（＋ スト）とい た情報を付加するアプロ

プロセス情報とＢＩＭ

（＋コスト）といった情報を付加するアプロー
チが提案されている

• その対象はさらに拡張することが可能
• プロダクト情報に加え、プロセス情報も取り込
む事でプロジェクトの本棚として活用できるむ事でプロジェクトの本棚として活用できる

• BIMを軸としたプロジェクトデータベースとして
活用できる

34
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• 従来の電子情報の管理
ダやタグ る整

データベースとしてのＢＩＭ

– フォルダやタグによる整理

• BIMを軸とした管理
–建物部位をキーとした整理
階 工区–階、工区

–情報相互の参照（図面から工程表、計画書から
製作図を参照、など）

35

将来像

建物形状施工計画

ドキュメント

プロセス情報

部品検索

○○会社製

△△サッシ

使 箇所

建物モデル 部品集

検査記録

プロセス情報
参照

○○施工計画

△△検査記録

□□写真

・・・

指定部位に関連した
プロセス情報一覧

使用△箇所

・・・

条件に合致する製品の
仕様、製作図表示

工程

記録写真
工程上で指定した
日付の施工状況

メーカー、製品名等で検索
→施工箇所の一覧、場所の確認

使用する3次元CADソフトに依存せずに、データ間の関係を保持、長期
的に活用可能な状態で保管→IFCフォーマットを介したDB間連携・参照

施工箇所一覧

36
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• PDM（ Product Data Management）とは
設計・開発に関わるすべての情報を一元化して管理すること

製造業での概念（ＰＤＭ／ＰＬＭ）

設計・開発に関わるすべての情報を一元化して管理すること
で、工程の効率化や期間の短縮を図るマネジメント

• PLM（ Products Lifecycle Management ）とは
企画・設計・生産・出荷後のユーザサポートのすべての過程
において製品を包括的に管理するマネジメント

とは• BOM （bill of materials）とは
製品がどの部品・構成品・原資材などから構成・製造される
のかという関係を示したデータベース

37

• ＳＴＲＡＧＥＮＩＣ（ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾍｯﾄﾞ社）

ＰＤＭシステムの例

38ダイヤモンドヘッド株式会社のH.Pより引用：http://stragenic.jp/main_function.html
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ドキュメント管理システム事例

Ｒ lP

プロセス情報管理の事例

ＲealPro（㈱ｳｪｯﾌﾞｱｲ社）
ツリー構造で表された業務プロセスや構造に沿ってシステム
内に格納されることにより、「使えるナレッジ」として蓄積

プロジェクトマネジメントツール等

V l NSeValueNS（ ㈱大塚商会)

ドキュメント管理ワークフロー、メール、掲示板、eラーニング
など、企業のグループワークに必要な機能をオールインワン
で提供

39

• 工程情報のBIM化
を介 た 程デ タ 交換

プロセス情報ＢＩＭ化における
個別の取組事例

– IFCフォーマットを介した工程データの交換

–昨年度の「建築情報標準化専門部会」
の活動の継続

–データ交換による直接的なメリット
• 工程表におけるＤＸＦとして利用が可能程表

– BIM化による将来的なメリット
• 実務の工程計画情報をＢＩＭと連携させることが可能

40
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昨年度発行（２００９年11月）の
「ＢＣＳ工程計画データ交換ガイドライン」のレビュー

建築情報標準化専門部会（平成２１年度・２２年度）
の活動フォロー

（http://www.bcs.or.jp/bcs_it/report/std2007/2009_guideline.pdf）

• サンプル工程でのデータ交換を何例か実施する必要
がある。

• 将来的にＢＩＭが普及すると工程計画の作成手順も変
わ く だ うわってくるだろう。

• 工程のＷＢＳツリーとＢＩＭモデルとの対応検証が必要

41

• 将来像の肉付けと提案

今後の活動内容

将来像の肉付けと提案

• ＢＣＳ工程計画データ交換ガイドラインの改定

42
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５．施工サイドからみたＢＩＭの
可能性と課題

・理想は

建設業界全体 建築生産プ建設業界全体で建築生産プロセスの

フロントローディングが進展し、

工事着工前に整合性が確保された施工可能な
ＢＩＭモデルが完成している状態が実現する事。

（バ チ ル ンストラクシ ンが着工前に 実現している）（バーチャル・コンストラクションが着工前に、実現している）

• これによる施工サイドから見た生産性向上によ
るメリットはゼネコン・専門工事業者共に非常に
大きい。

43

現状ではまだ課題がある
• しかし、このようなＢＩＭへの期待と現実の乖離はまだまだ大きく、乗り越え
なければならない障壁が数多く存在している。

例えば・・・・

• 施工段階で使えるＢＩＭソフトの機能・パフォーマンス不足施工段階で使えるＢＩＭソフトの機能 パフォ マンス不足

また、 Localization （日本語化）はできていても、

Countryfication（日本仕様化）が不十分 など

・フロントローディング（企業内と日本の建築生産プロセス全体）を如何に実現
していくのか？ 特に設備の設計・施工をどうするのか？

・ベースとなる標準・基準類の整備（用語・分類コード体系・部品モデルフォー
マット、ＢＩＭガイドラインなど）

→日本に適したＢＩＭのグランドデザインとそのロードマップが必要

・ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ（発注者・設計者・施工会社・専門工事会社・維持管理会社・建
物利用者など）にＢＩＭ利用メリットを見える化し、どう伝えていくのか？ 44
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日本に適したＢＩＭの姿とは？
個人的な見解ではあるが、日本に適したＢＩＭの姿とは、

良い意味でのガラパゴス化とグローバルスタンダードのバランスの上に成り立ってい
くのではないかと考えている。
→ 今後、日本の建築業界が海外に打って出て行き、今後、日本の建築業界が海外に打って出て行き、

国際競争に打ち勝っていくための条件

グ バ良い意味での
ガラパゴス化

グローバル
スタンダード

45

６．まとめ

１．ＢＩＭ専門部会は、施工段階でのＢＩＭ活用のメリット
の増大を図ることを目的に昨年4月に設置された

２．部品標準化ＷＧと生産プロセス情報ＷＧを

昨年11月に設置し、本格的に活動を開始

３．ＢＩＭ関連諸団体などと連携

課題の共通認識と共有

具体的なアクションへの準備具体的なアクション の準備

４．日本に適したＢＩＭのあるべき姿を追求

46
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ＢＩＭ専門部会メンバー
氏 名 所 属 部品標準化ＷＧ 生産ﾌﾟﾛｾｽ情報ＷＧ 備 考

主査 福士 正洋 ㈱大林組 〇

副主査 秋葉 高志 大成建設㈱ WGﾘｰﾀﾞｰ

山内 光治 清水建設㈱

松野 義幸 安藤建設㈱ WGｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ松野 義幸 安藤建設㈱ WGｻﾌ ﾘ ﾀ

金子 智弥 ㈱大林組 WGﾘｰﾀﾞｰ

伊藤 一宏 鹿島建設㈱

城所 秀樹 鹿島建設㈱

森 康久 ㈱竹中工務店 〇

鶴田 賢二 東急建設㈱ WGｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ

香月 泰樹 戸田建設㈱ 〇

小田 博志 ㈱フジタ 〇小田 博志 ㈱フジタ 〇

曽根 巨充 前田建設工業㈱

吉井 健 三井住友建設㈱ 〇

岩下 朗久 ㈱熊谷組 〇 設計部会

能勢 浩三 ㈱竹中工務店 〇 設計部会

田口 茂樹 安藤建設㈱ 〇 施工部会

泉 覚 ㈱錢高組 施工部会47

オブザーバー参加者
氏 名 所 属

BIM
専門部会 部品標準化ＷＧ 生産ﾌﾟﾛｾｽ情報ＷＧ

備 考

小塚 達史
国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課施
設評価室 課長補佐 〇 〇

中元 三郎
Ｃ－ＣＡＤＥＣ 建築ＥＣ進委員会
建築生産ﾌﾟﾛｾｽ検討ＷＧ 主査 〇 〇 ㈱安井建築設計事務所

足達 嘉信 (社)ＩＡＩ日本 技術検討分科会リーダ 〇 セコム㈱ＩＳ研究所

榊原克巳 (社)日本建築家協会 〇 〇 ㈱ＣＩラボ

木村 年男 (社)日本建築家協会 〇 〇

鹿野 裕市 (社）日本サッシ協会 技術部会 〇 YKK ＡＰ㈱

中川 茂明 (社）日本サッシ協会 情報部会 〇 YKK ＡＰ㈱

高松稔一 ㈱シェルパ 〇 〇

水野一哉 ㈱大塚商会 〇 〇

山田 琢司 ㈱大塚商会 〇 〇

飯田 千恵 ㈱大塚商会 〇 〇

平野 雅之 ｸﾞﾗﾌｨｿﾌﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ 〇 〇

渉 ｵ ﾄﾃﾞｽｸ㈱ 〇 〇山田 渉 ｵｰﾄﾃ ｽｸ㈱ 〇 〇

吉田 一彦 ㈱かねこ 〇

宮沢寛子 ㈱ウェッブアイ 〇

細田次夫 ㈱ギャラクシー 〇

田村慎治 Ｍｅｉｓｔｅｒ 〇

古坂利治 ㈱構造ソフト 〇

桑田誠 建築ソフト㈱ 〇

谷田正人 ㈱シーエム総研 〇 48
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ご協力頂いた方々

氏 名 所 属
BIM
専門部会 部品標準化ＷＧ 生産ﾌﾟﾛｾｽ情報ＷＧ

備 考

前田 伸之 福井コンピュータ㈱ 〇前田 伸之

勝倉 隆徳 福井コンピュータ㈱ 〇

鈴木 宏将 福井コンピュータ㈱ 〇

倭 康司 ラティス・テクノロジー㈱ 〇

木原 学 東芝エレベータ㈱ 〇

三浦 豊敦 東芝エレベータ㈱ 〇

平手 和夫 東芝エレベータ㈱ 〇

49

ご清聴ありがとうございました

50


